　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年　　月　　日
平成　　年度 動物実験結果報告書
　　新 潟 大 学 長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　      実験責任者
                                                所属　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職・氏名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先 TEL　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail  
　　新潟大学動物実験規則第１５条第６項の規定に基づき, 下記のとおり報告いたします。
記
	1. 承認番号 （承認期間）
	 新大研第　　 号  （　　　年　　月　日～ 　　　年　　月　　日）

	2. 実験課題名
	

	3. 実施状況
（該当項目にマーク）
	□ 計画どおり実施    　（ ☐ 終了  ☐ 継続中 ）

	
	☐ 変更届を提出して実施（ ☐ 終了  ☐ 継続中 ）

	
	☐ 中止 （理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	4. 実験結果の概要
（継続中の場合は経過報告
　を簡潔に記載）
	

	5. 使用動物種・数
	

	6. 研究成果（予定を含む）
  得られた業績：雑誌論文,  

　学会発表, 図書, 特許等  

  
	（著者名, 論文表題, 雑誌名, 巻・号, 頁, 発行年, 出版社, 特許番号等）


	7. 特記事項
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○ 年○○月○○日
平成２２年度 動物実験結果報告書
　　新 潟 大 学 長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　      実験責任者
                                                所属　自然科学研究科・○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職・氏名　准教授　△△△△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先 TEL　262 - xxxx
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail  xxxxx@med.niigata-u.ac.jp
　　新潟大学動物実験規則第１５条第６項の規定に基づき, 下記のとおり報告いたします。
記
	1. 承認番号 （承認期間）
	 新大研第　　○○ 号  （ 2010年　4月1日〜 2012年3月31日）

	2. 実験課題名
	例）○○ノックアウトマウスを用いた記憶・学習における○○の検討


	3. 実施状況
（該当項目にマーク）
	■ 計画どおり実施    　（ ☐ 終了  ■ 継続中 ）承認期間満期時は

	
	☐ 変更届を提出して実施（ ☐ 終了  ☐ 継続中 ）終了を選択

	
	☐ 中止 （理由：例）飼養保管施設改修工事のため、実験開始前に中止　）

	4. 実験結果の概要
（継続中の場合は経過報告
　を簡潔に記載）
	例）新規に作製した○○遺伝子ノックアウトマウスの海馬スライス標本を用いて電気生理学的解析を行った結果、コントロールの野生型マウスとの間で○○○に差がみられた。


	5. 使用動物種・数
	マウス120匹

	6. 研究成果（予定を含む）
  得られた業績：雑誌論文,  

　学会発表, 図書, 特許等  

  
	（著者名, 論文表題, 雑誌名, 巻・号, 頁, 発行年, 出版社, 特許番号等）
△△△△他, xxxxxxxxxxxxxx, 第52回○○学会総会(2010年10月)


	7. 特記事項
	感染事故等があった場合に記載



記入例








